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	２.円錐振り子運動（CPM）時の缶サットの状況
	３.結果
	2016年の実験の地磁気センサデータによる缶サットの状況は図３の通りである。缶サットは最初、機体の自転によってつりひもをまく。まききると機体自転は停止するが、まききった状態を維持できずにほどき始める。機体自転と拮抗するまでほどくと停止し、再びまくことに転じる。これを繰り返している。姿勢安定は、まききって停止した時だけに見られる現象だとわかる。
	４.まとめ
	まききった時につりひもは剛体として機能し、周回する缶サットがコマとして働き、ジャイロ効果が現れたと考えた。この時、図2上・右側の通り、缶サットは、つりひもが回転軸（心棒）でプロペラが回転するコマと見なせる。周回により傾いている缶サットのコマには、回転軸に重力による力のモーメントが働き、プロペラの回転と同じ方向に歳差運動（図2・D）を生じる。この歳差運動は、回転軸が周回と共通で、逆向きの回転なので、打ち消しあって収束する。
	５.今後の展望

